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■検索用分類 　

働き方改革 着工前 事業主

人材活用 杭工事 設計・設計監理

コミュニケーション 躯体工事（RC） 行政機関

生産性向上 躯体工事(S) 協力会社

魅力発信 内装工事 近隣

環境整備 外装工事 エンドユーザー

品質向上 電気・設備工事 会社

安全管理 外構工事 上司

コスト削減 仮設工事 部下

工程管理 その他
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リーダーシップ

コミュニケーション力

人的ネットワーク

人間的魅力

育成力・評価力

マネジメントの構成要素 着眼点
ゴール設定力

戦略・戦術策定力

課題解決力・応用力

情報収集・整理・分析力

論理的思考力

工事段階 ステークホルダー

適用条件 特になし

メーカー等 特になし

備　考 特になし

作 業 所 長 ソ フ ト マ ネ ジ メ ン ト 好 事 例
No.2020-JP-15

若手所員に日誌をつけてもらい、技術の習得具合の確認や勤務上での相談事など
を回答するコミュニケーションツールとして活用する。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【特徴】
・若手所員に日誌をつけさせ、その日の業務内容や習得した技術等を書
かせる。その際、簡単なスケッチを描かせることで理解度を上げる。
・日誌には、勤務上の相談事など自由に書いて良いこととする。
　
【効果】
・若手所員の現時点での理解度が把握できる。
・若手所員は、口頭で聞き忘れたこと、重要なことを確認できる。
　
【メリット】
・本人が理解度を自覚できる。
・所員と会話するきっかけにもなり、会話の中で、勤務状況などのメンタ
ルケアも兼ねることができる。


